
災害情報伝達に関するセミナー
－地域の特性・実情に最適な災害情報伝達手段の整備に向けて－

～相次ぐ大規模災害の発生を受けて”伝える”から”伝わる”へ災害情報伝達のあり方を考える～

災害情報伝達の
いまとこれから
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豪雨災害への対応
（避難行動）

１．豪雨災害の発生する前に逃げる。
→ 情報をとって、早めに対応する。

２．逃げるときは、安全な避難・退避場所へ、
安全な通り道で逃げる

→ あらかじめ話し合い、知っておく。

・気象や河川・砂防の情報
・役所からの避難勧告など
・前兆現象を知覚する

・ハザードマップ など



災害対策基本法の改正
（H25.6）

”避難場所”“避難行動” の分類

「避難行動要支援者」の対策
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 どこで、多くの人が亡くなったのか？

×

夜、水が溢れてた後に、
避難所に逃げる途中で、
水に、のみこまれた

平成21年台風第9号佐用町
（中小河川の水害）
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避難勧告等の判断・伝達マニュアル
作成ガイドラインの改訂（H26.4）



避難勧告等の判断・伝達マニュアル
作成ガイドラインの改訂（H27.8）



重信川 洪水浸水想定区域図（家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）） 重信川 洪水浸水想定区域図（浸水継続時間）

http://www.skr.mlit.go.jp/matsuyam/river/sinsuisouteikuikizu.html







災害種別ごとの
リスク、避難場所の表示

愛媛県避難支援アプリ

伊達な うわじま安心ナビ





 情報収集・分析、処理体制

 観測・予測システムの有効活用

 専門家（気象台予報官など）への問合せ

 住民・消防等からの大量の電話を記録・整理する
計画（ワークフロー・様式）、人員体制確保

 住民現地モニターを計画的に設置

 本所では、評価・分析機能の強化と、要員の育成

 意思決定役割は、本所が一括して担当 12

習熟職員

応援職員

佐用町検証委員会報告書
（情報収集・分析、発令判断、伝達）



河川種別と
洪水に関する重要情報



避難勧告発表の目安にする水位
と指定河川洪水予報



「大雨警報・洪水警報の危険度分布」(気象庁)

洪水警報の危険度分布は、指定河川洪水
予報の発表対象でない中小河川（「水位周
知河川」、 「その他河川」）の洪水災害発生
の危険度の高まりを、地図上で概ね1kmごと
に5段階に色分けして 示す情報です。常時10
分毎に更新しており、洪水警報等が発表され
たときに、どこで危険度が 高まっているかを把握
することができます。危険度の急上昇にも対処
するため、危険度の判定には 3時間先の未来
までの流域雨量指数の予測値を用いています
。特に「非常に危険」（薄い紫色）が 出現し
て氾濫注意水位等を越えたら避難を開始して
ください。
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対象区域

＋

＝

メッシュ情報

ハザードマップ

高
危
険
度

低 今後の情報等に留意

極めて危険
非常に危険
警戒
注意

土砂災害警戒判定メッシュ情報
（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）

--- 実況で土砂災害警戒情報の基準に到達

--- 予想で土砂災害警戒情報の基準に到達

--- 実況または予想で大雨警報の土壌雨量指数基準に到達

--- 実況または予想で大雨注意報の土壌雨量指数基準に到達

土砂災害警戒情報
（メッシュ情報、発令対象設定）

平常時のうちに
メッシュの位置と
地区との関係を

整理しておくと良い

「地方公共団体防災担当者向け気象防災ワークショッププログラム《 土砂災害編 》」（気象庁）より



ｖ



「市町村のための水害対応の手引き」（内閣府）



熊本市水防計画（H27）

Ａ:人命の危険や河川の氾濫など
Ｂ:道路の冠水、床下浸水など
Ｃ:比較的軽い被害

機能の分化



 「避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン」H29.1

緊急時の防災情報
（避難勧告等）

http://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/hinanjumbijoho/



土砂災害への
警戒の呼びかけに
関する検討会

(国土交通省、気象庁)
第1回資料

土砂災害
（災害の発生状況）

警報情報に
頼るだけでは..



島に残っていたら、あの豪雨が降る中
で、（立ち退き）避難勧告を出すべきだっ
たか、今も悩む。
実際に、家の外に出ていた消防団経

験者が「様子を見てくる」と言って亡くな
っている。
悔いているのは、前の日の段階で何ら

かの行動を取ってもらうように出来なか
ったか。防災行政無線の放送で、もっと
注意を喚起することはできなかったか。
犠牲になった方を少しでも減らせたかも
知れない。

「市町村長による危機管理の要諦」（消防庁）

豪雨災害における避難
（H25年:伊豆大島）
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地域防災計画における地震・津波対策の充実・強化に関する検討会報告書 「大洗町はなぜ「避難せよ」と呼びかけたのか」（NHK放送文化研究所）

東日本大震災
（茨城県大洗町：防災無線）



東日本大震災
（茨城県大洗町：防災無線）

津波警報

地震発生

大津波警報

「防災対策推進検討会議 津波避難対策検討ワーキンググループ報告書」



 地域における情報伝達・誘導

 計画・設備

 集会所等から集落単位で放送可能

 各集落では自主防災組織などが整備

 実態

 集落放送によって、きめ細かい
地域住民への呼びかけが
住民によって行われた地域もあった
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佐用町検証委員会報告書
（情報収集・分析、発令判断、伝達）



河川の増水が大きく上がっております。川の水位はほぼ、
○○さんの裏側の国道の面まで上がっておりますので１隣保、
２隣保、３隣保の皆さんは特に警戒に入ってください。繰り返
します。４隣保の人も注意をお願い申し上げます。

前回の大水のときよりも水位が上がってきております。

○○隣保の方につきましては避難をしていただきたいと思い
ます。集会所の方で避難して頂いて水位が下がるのを待ちたい
と思います。

また、○○隣保以外の方でも裏山が不安な方については集会
所の方に避難していただけたらと思います。
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佐用町検証委員会報告書
（情報収集・分析、発令判断、伝達）



 避難の有無・方法（場所、経路等）への影響要因

 ハザードの認知・・・・津波は来るか

 個人的リスク認知・・・自宅は浸水するか

 効果の評価・・・・・・・・避難場所の有効性

 実行可能性・・ ・・・・・避難場所まで辿り着けるか

 記述的規範・・・・・・・・周囲の行動

 主観的規範・・・・・・・・周囲の期待

 コスト感（⇔避難の愉しみ？）

避難行動意図に
寄与する心理要因



Lアラートを通じた情報伝達
（情報伝達ルート）

「Lアラートの現状」（総務省） 今後のLアラートの在り方検討会配布資料



Lアラートを通じた情報伝達
（愛媛県災害情報システム）



Lアラートを通じた情報伝達
（情報伝達ルート）

「Lアラートの現状」（総務省） 今後のLアラートの在り方検討会配布資料



テレビでのデータ放送画面
(避難情報)

データ放送で、
地区ごとに
避難情報を

それぞれの
自治体からの
メッセージも

「Lアラートの現状」（総務省） 今後のLアラートの在り方検討会配布資料



地上デジタル放送を活用した災害・防災情報提供に関する検討会報告書（NHK京都 画面イメージ）

テレビでのデータ放送画面
(水位情報、カメラ画像)

グラフィカルに
水位、雨量、
監視カメラで
危険性を
伝える
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G空間社会実証プロジェクト事業
（移動者向け災害情報提供プロジェクト）

http://www.mlit.go.jp/report/press/kokudoseisaku01_hh_000072.html



防災情報共有基盤の意義
（デジタル化、構造化・標準化）

 再利用が容易になる

 転記の誤りが無くなる

 処理が速くなる

 大量に処理できる

 2次加工しやすくなる

 多くの媒体で伝わる

 正しく伝わる

 速く伝わる

 詳しく伝わる

 様々な表現形式で伝わる

１．デジタル化

２．構造化（コード化）

避難指示
本町３丁目

避難指示
本町３丁目

「避難指示」 = A-03
「本町３丁目」 =01210600201

アナログ（画像、音声） デジタル（テキスト） デジタル（コード）

翻訳、画像、地図化



Lアラートの機能の高度化にむけて
（地図表示：実証実験）

「Lアラートの現状」（総務省） 今後のLアラートの在り方検討会配布資料



Lアラートの機能の高度化にむけて
（地図表示：実証実験）

「G空間防災システムとLアラートの連携推進事業 報告書」（総務省）

翻訳、画像、地図化



聴覚障がい者防災情報ＦＡＸ
（簡易な日本語、イラスト）

自治体から、津波訓練などでFAX発信

情報種別によって、
定型文と図を

テンプレート化

ろう文化に即した表現



www.soumu.go.jp/main_content/000531085.pdf

東日本大震災
（臨時災害放送局の開局）



 津和野市
7月28日（日）

5：30 津和野街災害対策本部設置
7：20 ＣＡＴＶ 災害放送開始

（データ放送、テロップ送出、音声告知放送）
9：30 ＣＡＴＶ 名賀地区ノード流出

15：30 臨時災害放送局設置決定（災対本部）

7月29日（月）
0：15 臨時災害放送局を免許（中国総合通信局）
8：55 臨時災害放送局設置・放送開始

津和野市（山口島根豪雨）
（臨時災害放送局の立上げ経緯）

水害発生の翌日から
ラジオ放送を開始



https://meditex.co.jp/
software/dacapo.php

https://877.fm/nanako.php

ラジオ放送局でのIT技術の活用
（防災情報の発信強化）

エフエム和歌山

中央エフエム
（東京都中央区）

 合成音声、Lアラート連携

http://fm840.jp/

「コミュニティ放送等を活用した自動起動ラジオ地域事例集」（総務省）



Lアラートを通じた
生活情報の提供

ラジオ放送

益城町
役場

ラジオ放送
原稿

ＦＭ放送

外部支援員が、
放送原稿をもとに

代行入力 ：
：

テレビ、新聞各社

ラジオ

カーラジオ ＮＨＫデータ放送
Ｌ字放送

ＮＨＫ ホームページ

報道、ポータル等の
情報素材として提供インターネットサー

ビス各社

臨時災害放送局の
放送原稿をもとに
Lアラートへ情報発信



Lアラートを通じた
生活情報の提供

Lアラート経由で
データ放送、スマホアプリ、HP等へ一斉送信

「Lアラートの現状」（総務省） 今後のLアラートの在り方検討会配布資料



https://www.ehime-np.co.jp/online/life/disaster/refuge/

愛媛新聞HP



山陽新聞HP

自治体から、Lアラート経由で
応急復旧期の
被災者への生活支援情報の発信
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